
科
目
名 

ファッション

デザイン 

学年 １年 
使
用
教
材 

【教科書】ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ 文部科学省 

必修・選必・ｺｰｽ選 

【副教材】ＡＦＴ 色彩検定 ３級編 
単位数 ３単位 

学習目標 

 ファッションデザインの基礎、発想と表現法などに関する知識と技術を習得させ、ファッションを創

造的にデザインする能力と態度を育てる。 

 

学習方法 

 ○ 実践的・体験的な学習活動を通して、ファッションデザインに関する分野を科学的・総合的にと

らえていくことに努める。 

 ○ 実際の生活に生かせるよう、学んだことを自分自身の問題ととらえ、ファッションデザインの知

識・技術をよりよくするための工夫を考え、実践する。 

 ○ 授業で活用するワークシートを上手に活用して、学習が確実に自分のものとなるよう、より深い

理解をめざして取り組む 

 

学習評価 

 ○ 次の３つ観点に基づき、学習内容のまとまりごとに評価を行い、学年末に５段階の評定に総括 

する。 

知識・技術 

 

ファッションデザインの基礎、発想や表現の方法などについて体系的・系

統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けている。  

思考・判断・表現 ファッションデザインに関する課題を発見し、ファッション産業を担う職

業人として合理的かつ創造的に解決する力を身に付けている。 

主体的に取り組む 

態度 

ファッション産業の発展を目指して自ら学び、ファッションの創造的なデ

ザインに主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。 

        

○学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標達成に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学期 学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

１ 

学 

期 

○ オリエンテーション 

 

○ 第１章 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの意味 

 ・第１節 ﾃﾞｻﾞｲﾝとは何か 

   第１ ﾃﾞｻﾞｲﾝの本質 

   第２ ﾃﾞｻﾞｲﾝの３分野 

   第３ ﾌｧｯｼｮﾝとﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 

○ 第３章 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの発想と表現 

 ・第２節 ﾌｧｯｼｮﾝによる表現 

   第１ 材料・用具 

   第２ プロポーション 

   第３ 基本体の描き方 

○ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの造

形的要素の形態、文

様、材質感をﾌｧｯｼｮﾝｲ

ﾒｰｼﾞと関わらせて具

体的に理解させ、ま

とめ方を演習や実習

を通して体験的に理

解させ、ﾌｧｯｼｮﾝのﾃﾞ

ｻﾞｲﾝ感覚を養う。 

○ﾃﾞｻﾞｲﾝの発想をﾌｧ

ｯｼｮﾝ画や各種材料に

よって表現する手法

を習得させる。 

○教科書、ワークシー

ト、実験、実習、演習

等を通して、ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞ

ｻﾞｲﾝの造形的要素やﾌｧ

ｯｼｮﾝ画に関する基礎

的・基本的な知識と技

術を習得し、より美し

く創造的にﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞ

ｲﾝができるようにす

る。 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【進度表】 

【自己評価】【作品】 

２ 

学 

期 

○ 第２章 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎 

 ・第２節 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝと色彩 

   第１ 色彩の基礎 

   第２ 色の三属性とｶﾗｰｼｽﾃﾑ 

   第３ 色の見え方と働き 

   第４ 色とイメージ 

   第５ 配色の基本と調和 

   第６ 色彩とﾌｧｯｼｮﾝｲﾒｰｼﾞ 

   第７ 流行色と基調色 

○ 第３章 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの発想と表現 

 ・第３節 各種素材による表現 

   第１ トワルによる立体裁断 

   第２ 実物布による立体裁断 

   第３ パターンメイキング 

   第４ ピンワーク 

○色彩の三属性と色

調、配色の基礎につ

いて理解させる。ま

た、色彩のもつｲﾒｰｼﾞ

や色に対する感情な

ど、色彩心理も扱う。

ﾌｧｯｼｮﾝｲﾒｰｼﾞと関連

させながら、感性を

高めるようにする。 

○紙や布などの様々

な材料を使った表現

方法を理解させ、ﾋﾟﾝ

ﾜｰｸなどのﾃｸﾆｯｸを用

いてﾃﾞｻﾞｲﾝ表現がで

きるようにする。 

○教科書、ワークシー

ト、実験、実習、演習

等を通して、ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞ

ｻﾞｲﾝの色彩やﾋﾟﾝﾜｰｸ等

に関する基礎的・基本

的な知識と技術を習得

し、より美しくﾌｧｯｼｮﾝ

ﾃﾞｻﾞｲﾝができるように

する。 

 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【進度表】 

【自己評価】【作品】 

３ 

学 

期 

○ 第４章 ﾃﾞｻﾞｲﾝの目的と発想 

 ・第１節 ﾃﾞｻﾞｲﾝの目的を明確に 

      する意義 

 ・第２節 ﾃﾞｻﾞｲﾝの目的と問題点の発見 

   第１ 生活場面と衣服 

   第２ 着用者と衣服 

   第３ 生活を取り巻く環境と衣服 

○自分の発想をﾃﾞｻﾞ

ｲﾝへ展開する過程を

体験的に理解させ、

ｱｲﾃﾞｨｱやｲﾒｰｼﾞをﾌｧｯ

ｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝに展開で

きるようにする。 

○ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの発想

に関する基礎的・基本

的な知識と技術を習得

する。 

【学習状況観察】 

【ワークシート】 

【定期考査】 

【進度表】 

【自己評価】【作品】 

 


